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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果によれば、近代イギリスに生じたフェミニズムの言説

は、ホラティウスのいう「男性的なサッポー」のような男性に匹敵する知性をもつ女性を理想

像として提示したとき、そのセクシュアリティも「男性的な」（古来女性同性愛もしくは淫乱を

含意）ことを否定し、むしろ異性愛関係において「無性的な」（情欲がない）ことを強調した。

こうした男性的女性の無性化は、強制的な異性愛文化・社会の出現と関連があった。 

 

研究成果の概要（英文）：According to the results of this research, feminist discourses that 
emerged in modern Britain presented the ideal of women as being equal to men in intellect, 
such as Horace’s “masculine Sappho.” However, in denying women’s masculine sexuality 
(which had implicated female homosexuality or licentiousness since ancient times), these 
discourses instead insisted on women’s asexuality (without sexual passion) in heterosexual 
relations. The asexualization of masculine women was related to the rise of a compulsory 
heterosexual culture and society. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、本研究開始前五年間の間本研

究者がなしてきた１８世紀イギリスにおけ

るサッポーと呼ばれた女性詩人たちの研究

や  １８世紀末から１９世紀はじめの女性

同性愛のさまざまな表象とサッポーの受容

の関係についての研究を出発点とし、それ

らをさらに発展させて、精緻な分析の対象
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を強制的異性愛文化・社会の登場と近代的

フェミニズムの誕生の関係にまで拡大した

ものである。 
 従来、セクシュアリティや同性愛の概念は

１９世紀末のヨーロッパに生まれた比較的

新しい概念であり、それ以前には性の欲望

の認識はなかったと見なされていた。特に

ヨーロッパで唯一女性同性愛を罰する法規

定のなかった国であるイギリスでは、ソド

ミーに相当する女性間のセクシュアルな行

為の認識もなかったと考えられていた。し

かし、本研究者のこれまでの研究によって

得られた知見によれば、１８世紀後期にす

でにサッポーから派生した “Sapphism”や 
“Sapphist”などの語が現代と同じ意味でイ

ギリス女性に対して用いられ、サッポーか

ら綿々と続く女性同性愛の伝統も批判的に

指摘されていた。その一方で、同時期に流

行した「ロマンティックな友愛」と呼ばれ

た女性間の親密な関係は、１９８０年代の

レスビアン・フェミニズムに通底する思想

を孕んでいたにもかかわらず、同時代の

人々に容認もしくは絶賛された。それは当

時異性愛関係だけがセクシュアルな関係で

あり、女性間はいくら親しくともセクシュ

アルな関係ではないと見なされていたので、

家父長制社会にとって何ら脅威ではなかっ

たからであった。これらの知見の結果、イ

ギリスにおける女性同性愛の顕在化と同時

に周縁化の現象が強制的な異性愛の出現や

近代的フェミニズムの誕生と密接な関係に

あることが予見された。また、Claudia 
Johnson (Equivocal Being, 1995)が保守

派 の Richard Polwhele (The Unsex’d 
Females, 1798) の い う “unsex’d” を 
“oversexed”の意味として解釈したように、

初期のフェミニストたちに対する批判的言

説がセクシュアルであることはすでに指摘

されてきたが、その言説の構築にサッポー

の虚構的表象が深く関与していることが予

見された。従って、本研究は従来のフェミ

ニズムやジェンダー研究で欠けていたセク

シュアリティの視座をとり、さらに一次資

料としてサッポーの虚構的表象など人文科

学の分野を考察の対象にしている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、イギリスにおける近代フェミニ

ズム思想の成立と展開をセクシュアリティ

の視座から包括的に考察するものである。

具体的には、イギリスにおけるセックス /
ジェンダー・システムとセクシュアリティ

観を古代ギリシャの女性詩人サッポーの虚

構的表象（文学的言説や絵画的イメージ）

などを通して領域横断的に考察することに

よって、強制的な異性愛文化・社会の出現

と近代フェミニズム思想との関わりを解明

することを目的とする。研究期間内に解明

するのは、以下の３点である。 
(1)サッポーの投身自殺伝説の脱神話化の

過程 
 １８世紀から１９世紀はじめのイギリス

で、サッポーの投身自殺伝説（オウィディ

ウスが描く詩人のサッポーは年下のパオー

ンに失恋してレフカスの岩上から海へと投

身自殺した）がどのように脱神話化され、

繰り返し表象されたのかを、詳しく検証す

る。 
(2)ジェンダー・バイアスの自殺観と異性愛

中心主義 
 サッポーの投身自殺表象の背後にはどの

ようなジェンダー・バイアスの自殺観、崇

高審美観、恋愛やセクシュアリティ観が潜

んでいるか、女性の投身自殺表象の流行が

異性愛を強要する現代的な異性愛文化・社

会の出現とどのように関わっているのかと

いう問題を領域横断的な一次資料を用いて

明らかにする。 
(3)セクシュアリティの観点からの近代フ

ェミニズムの言説の分析 
 以上の個別実証的な研究成果を踏まえ、

ブルーストッキング・サークルやメアリ・

ウルストンクラフトなどのフェミニストた

ちに対する批判的言説がどのように「男性

的な」サッポーの言説の系譜と重なり、男

性の領域へのジェンダーとセクシュアリテ

ィの両方の侵害として見なされているかを

考察する。またこれらの近代フェミニスト

たちの言説をセクシュアリティの観点から

分析し、１８世紀末のサッポーの異性愛者

化の文化・社会的傾向と近代フェミニズム

の成立と展開の関わりを解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するためにとった方法

は以下の３点である。 
(1)資料収集 
 本研究は主に一次資料研究によって行わ

れる。そのため、研究初年度から、これま

で収集したサッポー関係、同性愛・女性同

性愛関係、イギリス近代大衆文化関係など

の文献・刊行物をより一層充実させるとと

もに、最新のジェンダー理論およびセクシ

ュアリティ理論関係の文献を精力的に収集

した。特に１８世紀から１９世紀に出版さ

れたフランスにおけるサッポー関係の詩や



 

 

フィクション、ダシエ夫人などの研究書、

ピエール・ベールの百科事典の英訳版など

国内の図書館では入手不可能な貴重文献に

ついては、ブリティッシュ・ライブラリー

やケンブリッジ大学図書館などで海外調査

を行い、電子版や複写の形で収集した。ま

た、ウェールズのスランゴスレンにあるプ

ラース・ネウィズ（１８世紀末から１９世

紀はじめのロマンティックな友愛関係の代

表的カップルである「スランゴスレンの貴

婦人たち」の家）において、当時の貴重な

視覚的資料や手紙などの文献を調査研究し

た。ギリシャで開催された国際学会のあと

は、サッポーの出身地であるレスボス（ミ

ティリネ島）に渡り、現地でしか得られな

い資料を収集した。 
(2)資料の精読・分析とデータベース化 
 本研究目的欄に挙げた３点を解明するた

めに、収集した広範な領域にまたがる資

料・文献・刊行物などを精読・分析し、デ

ータベース化して検索可能なかたちに変え

た。これらの作業は本研究の研究期間中最

も多くの時間を費やした。具体的には、ま

ず全体的な研究の基礎を固めるために１８

世紀イギリスのジェンダー表象とセクシュ

アリティ論に関する海外の最新の研究成果

を調査・総括し、次に１８世紀におけるサ

ッポーの詩の一連の英訳、オウィディウス

の「パオーンに宛てたサッポーの手紙」の

英訳や翻案詩、ダシエ夫人の書、ピエール・

ベールの百科事典、アベ・バーセルミーの

虚構の旅行記などサッポー関連の一次資料

を精読・分析する作業と並行して、１８世

紀末期から１９世紀はじめのイギリスのフ

ェミニズムの言説や反フェミニズムの批判

的言説あるいは嘲笑的・戯画的言説などを

個別的にサッポーの受容とセクシュアリテ

ィの視点から解読した。  
(3)研究成果の公表 
 研究成果の一部については、随時、国内

外の主要学会において口頭発表するととも

に、日本語もしくは英語の論文を学会誌や

所属機関の紀要、共著などで公表した。口

頭発表時やその他の機会には、イギリス文

学・文化・フェミニズム思想の研究者たち

と意見交換し、適切な指導・助言などを受

けることによって、本研究の精度を高める

のに努めた。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果としては、以下の３点の

内容に大別される。(1)は本研究目的欄に挙

げた３点の解明目的全体の基礎となるもの

である。(2)と(3)は３点の解明目的すべて

に該当するが、(2)は女性の言説、(3)は男

性の言説を分析対象にした。 
(1)１８世紀イギリスのジェンダー表象と

セクシュアリティ 
①愛知女性研究者の会における招待発表

「１８世紀イギリスにおける女性とセク

シュアリティ」では、１８世紀の医学書や

両性具有者論における女性同性愛に関す

る身体的表象とセクシュアリティの言説

を辿ったあと、個別ケースとしてメアリ・

ハミルトン、スランゴスレンの貴婦人たち、

そしてアン・リスターを取り上げ、現代的

なセックス／ジェンダー・システムが成立

したのは１８世紀後期であったことを論

じた。 
②論文「『女性の夫』のジェンダー偽装とセ

クシュアリティ」では、１８世紀における

女性と結婚した女性の文化的現象をとりあ

げ、男装によるジェンダーの偽装が異性愛

中心主義のセクシュアリティ観のもとにお

いて成立していたことを明らかにした。 
(2)フェミニズムの言説とセクシュアリテ

ィ 
①論文「男装の喜劇役者—マライア・エッ

ジワース『ベリンダ』（一八〇一）」（『長い

十八世紀の女性作家たち』所収）と査読英

語論文 “Cross-Dressing and Gender on 
the Stage: Maria Edgeworth’s Belinda” 
(Ivy Never Sere 所収)では、マライア・エ

ッジワースが小説『ベリンダ』（１８００）

において、当時のロマンティックな友愛者

たちやサフィストたちのように男装をし、

サッポーのように両性愛者で、しかもウル

ストンクラフトのような「女性の権利」論

者でもある女性登場人物を徹底的に戯画化

して描いたことを考察し、男装のフェミニ

ストの戯画化に、同時代における強制的異

性愛文化の誕生と近代フェミニズムの抑圧

が反映されていることを明らかにした。 
②依頼論文『アン・リスターのレスビアン

日記』では、１９世紀はじめに女性同性愛

者としての自覚があったアン・リスターが

他の女性に対するセクシュアルな行為を隠

語で綴った日記を分析し、女性同性愛者の

男嫌い、「男性的」雰囲気、および｢ブルー(ス
トッキング)｣の同一性が示されていること

を明らかにした。 
③依頼論文「ウルストンクラフトとサッポ

ーと女性のセクシュアリティ」では、『女性

の権利の擁護』においてウルストンクラフ

トは「男性的で理性的な」理想の女性たち

の一人にサッポーの名前を挙げたが、彼女



 

 

の考える男性的女性像には、他の女性に対

して淫らではない母性的かつ脱性的なロマ

ンティックな友愛感情と、異性愛関係への

根強い嫌悪が同居していることを明らかに

した。一方、ウルストンクラフト自身は死

後ゴドウィンによる伝記の中でオウィディ

ウスのサッポーのように同性愛から異性愛

への転換者として描かれたが故に、淫らな

セクシュアリティの持ち主として批判され

るようになったことを指摘した。 
(3)サッポーの投身自殺表象とセクシュア

リティ 
①イギリス・ロマン派学会における口頭発

表｢男装のサッポーとセクシュアリティ｣で

は、ウィリアム・メイソンが叙情劇詩「サ

ッポー」（１７９７）において、サッポーの

投身自殺伝説に関する１８世紀のさまざま

な言説を消化した上で、自分のサッポーを

男装させて、歴史上のサッポーの有名な「断

片３１」を他の女性に対して歌わせること

により、その詩の同性愛的内容を異性愛化

するのに成功しただけではなく、さらに終

幕では男性への愛からも完全に解放され、

脱性化された女性詩人として描いたことを

論じた。これはサッポーの投身自殺を伝統

的な見方である男性への失恋の痛みを癒す

手段ではなく、不滅の詩人として蘇生する

ための積極的な手段として提示している点

で、メアリ・ロビンソンやメアリ・ヘイズ

など当時のフェミニストたちのサッポー観

と相似していることを指摘した。上記口頭

発表に加筆修正を施した論文「男装のサッ

ポーとセクシュアリティ―ウィリアム・メ

イソンの抒情劇詩『サッポー』」は査読を経

て、『十八世紀イギリス文学研究(第４号)—
交渉する文化と言語』（日本ジョンソン協会

編）に収められて出版された。 
②ギリシャのミソロンギで開催された国際

バイロン学会における口頭発表  “Byron 
and Sappho”では、バイロンが詩や日記な

どの中でサッポーや「ブルー」と呼ばれる

女性作家たちを脱性化しようとする同時代

の文化・社会的傾向を嘲笑する一方、サッ

ポーを男女問わずすべての詩人の代表であ

ると同時に愛の対象の性を問わずセクシュ

アリティに溢れた人物として肯定的に描い

ていることを論じ、そうしたサッポー像や

女性のセクシュアリティ観はイギリスにお

けるサッポーの受容史上きわめて例外的で

あることを明らかにした。この発表は聴衆

者たちから高い評価を獲得したので、本研

究の独創性を確認することができた。 
 今後の展望としては、１９世紀はじめの

バイロン以外の言説もより詳細に分析する

とともに、ヴィクトリア朝時代との比較を

おこなう方向に進む予定である。 
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